

















































































る KJ 法についてその内容を確認し、KJ 法を通じたイメージ変化についてモデル化を
行う。以上のことを踏まえ、農学イメージ形成を促すグループワークの設計に先立ち、
「理想の農村イメージ」を創るグループワークを設計、東北大学全学教育科目の授業
内において実施した結果について報告する。このグループワークは、各学生の考える
現在の農村の良いところ、悪いところをそれぞれ付箋に書き出し、それらをグループ
内で共有、整理することを通じて、グループとしての理想の農村イメージを創り上げ
るというものである。グループワークの評価にあたっては、評定項目として形容語 20
対から成る SD 法質問票を用いてグループワークの前後における学生の「農業」およ
び「農村」に対する印象について分析し、それぞれの印象がグループワークを経ること
でどのように変化するか検討した。 
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分析の結果、グループワークを経ることで「農業」および「農村」の印象の間の相関
係数が増加することが確認された。またグループワーク後の印象変化は、有意な前後
変化が見られた項目数、変化量の合計ともに「農業」の方が多いという結果が得られ
た。これらのことは、「理想の農村」という文脈の中で「農村」と「農業」の関係が改
めて意識され、両者のイメージが近づく形で再形成されたことによるものと解釈でき
る。また因子分析の結果からは「農業」と「農村」の印象を構成する 3 つの軸が抽出
され、グループワーク前後における因子得点の分析からは、グループワークを経るこ
とで「農業」および「農村」に対する主観的評価がグループワーク前に比べて好意的な
ものになるといった変化が確認された。また別途実施した農業・農村に対する関心に
ついての調査結果と印象変化の間には相関は認められなかった。以上のことより、SD
法を用いることでグループワークを通じてのイメージ形成の様相を把握すること、ま
た、満足度や関心変化といった従来の教育評価とは異なる視点からグループワークを
評価することが可能になると期待される。しかし、ここで確認された学生の農業およ
び農村に対する印象の変化が地域政策などの場面においてどのような意味を持つのか
という印象変化の位置づけについては不明確なままとなった。また、グループワーク
において学生の印象変化を引き起こす要因についても検討がなされていないといった
課題も残された。 
これらの課題を踏まえ、第五章では総合的な農学イメージの形成を促すグループワ
ークを設計、実施した結果について述べる。ここでは新たに、事前アンケート結果に基
づく学生のクラス分け、グループワーク後の振り返り自己評価アンケートを実施した。
前者では、参加学生の農学に対する態度によってグループワークに変化が生じるかに
ついて、クラス間で比較検討を行う。後者は、SD 法の結果と合わせて探索的重回帰分
析を行うことで、グループワークにおいて学生の印象変化を引き起こす要因について
検討することを目的としている。本グループワークでは、「これまで農学部で学んだ授
業または研究内容」および「これから農学部で学びたい内容または行いたい研究」を付
箋に書き出し、それらを整理することを通じて、「東北大学農学部で行われている授業・
研究についての紹介文を作ること」を目標とした。また付箋の整理にあたっては、組織
上の分類を越えた科目間の連関について議論することを促す目的で、「その授業・研究
内容が扱う課題やその目的の類似性という観点を重視」するよう指示した。 
分析にあたっては、感性工学におけるモデルを基に印象変化と態度形成の関係をモ
デル化し、農学に対する態度形成に至る認知系プロセスの中に印象を位置づけ、「農学」
についての印象評定をグループワークの前後で実施した。結果、農学に対する印象を
構成する 4 つの因子が抽出され、それぞれ【距離感因子】【実用性因子】【評価性因子】
【専門分化因子】と命名された。因子得点の前後変化について検定した結果、グループ
ワークを経ることで【評価性因子】および【専門分化因子】の得点が増加する傾向にあ
ることが示された。また因子得点の変化にはクラス間で差があり、特に課題解決志向
の学生を中心とするクラスにおいて印象変化が大きいことが確認された。また因子得
点の変化と学生の自己評価アンケートの結果について探索的重回帰分析を行ったとこ
ろ、有意となる因子得点を説明するモデルは得られなかった。 
終章となる第六章では、これまでの内容を振り返り、本論の意義、および残された課
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題について整理する。本論では、総合的な農学イメージの形成を企図し、参画型教育手
法としてグループワークを設計、農学部初年次生を対象に実施した。結果、グループワ
ークを経ることで農学に対する学生の主観的評価は好意的なものとなり、また農学は
より複雑なものとして捉えられる傾向にあることが示された。また回帰分析の結果、
これらの印象変化は今回設計した自己評価アンケートからは把握できないものである
ことが確認された。以上のことから、このような教育手法が学生に与える影響を評価
するにあたって、SD 法は従来の評価枠組みとは異なる視点をもたらすものとして、そ
の意義が認められる。また学生の作成した紹介文の評価からは、全体の半数程度のグ
ループにおいて作業目標を達成できていたと考えられる。これに関連して、講義後に
回収したミニットペーパーからは、グループワークは難しかったという意見が多くの
学生から寄せられたが、その一方で、同じ農学部に通う学生でも様々な視点を持って
いることがわかった、知識や意欲のある仲間との交流はとても良い刺激になった、農
学それぞれの分野は相互に作用しあっているということを感じた、といった感想も見
られた。これらのことから、本論において設計したグループワークは未だ改善の余地
が残されているものの、イメージ形成を通じた態度形成の一助となることを目標とし
た教育手法として一定の機能を果たすものと考えられる。  
しかしながら、本論においては農学の将来的な発展につながるような態度の形成に
関わる印象の有り様については検討が及んでおらず、また印象変化の要因についても
学生の自己評価との関係の中でしか検討できていない。今後の研究においては、農学
をめぐる様々な要素との関係の中で、農学に対する印象はどのように形成されるのか、
態度形成にどのように影響していくのかといった点について検討を進める必要がある。 
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